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１．会社紹介＜会社概要＞ 

*グループ会社は当社を含む 

*2014年度から業績開示はIFRSを適用 

*事業利益は売上収益から売上原価、販売費及び一般管理費を控除して算出しており、日本基準の営業利益とほぼ同じ概念 

本 社 

社 名        

社 長 

本社所在地 

創 業 

資本金 

売上収益 

事業利益 

グループ会社 

従業員 

セイコーエプソン株式会社        

碓井 稔 

長野県諏訪市 

1942年 

532億400万円 

10,863億円（2015年3月期/連結） 

1,012億円（2015年3月期/連結） 

94社（国内21社・海外73社/2015年3月末） 

単体：11,810人 連結：69,878人（2015年3月末） 
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１．会社紹介＜事業概要＞ 

その他 
13億円  

 

全社費用・調整額 
34億円  

 

プリンティングソリューションズ 
7,308億円 

ビジュアル 
コミュニケーション 
1,771億円 

注）1. 各事業セグメント売上は、 事業セグメント間取引を含めた売上収益 
    2. 各事業セグメント内の売上については、事業間売上を含めた売上収益 
    3. 連結売上収益は事業セグメント間取引を相殺した外部売上収益 
    4. 2014年度から業績開示はIFRSを適用 
    5. 2015年度から開示セグメントを変更し、新区分で再計算 

2015年3月期連結売上収益： 10,863億円 
（単位：億円,切り捨て） 

5,111億円 1,991億円 

プリンター プロフェッショナルプリンティング 

PC 他 

ｳｴｱﾗﾌﾞﾙ機器 

ウエアラブル・ 
産業プロダクツ 
1,734億円 

ﾛﾎﾞﾃｨｸｽｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 

ﾏｲｸﾛﾃﾞﾊﾞｲｽ他 

156億円 

1,078億円 

570億円 
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１．会社紹介＜経営理念と技術基盤＞ 

事業のルーツ コア技術 
世の中にない技術ならば自分たちで作ればいい  

マイクロピエゾ 

1993年 積層ピエゾヘッドを搭載した 
             インクジェットプリンター「MJ-500」 

マイクロディスプレイ 

ロボティクス センシング 

1969年 世界初のクオーツウオッチを実現した 
       音叉型水晶振動子 

1983年 ウオッチ組立の社内自動化から 
       始まった精密組立用ロボット 

1989年 鮮明な色表現を 
             実現した液晶パネル搭載の 
             液晶プロジェクター 

1942年 創立 
   メカウオッチ 
 

1964年  
東京オリンピック 
   クリスタル 
    クロノメーター 
   
    プリンティング 
    タイマー 
 
 
 

1968年  
小型軽量 
デジタルプリンター 
「EP-101」 

1942年の創立から脈々と受け継がれるエプソンのDNA 

誠実努力  創造と挑戦 
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効率的なグローバル生産体制 
• マーケットへのリードタイム短縮 
• コスト競争力 
• 為替リスク対応 

エリア毎に最適・強力な販売体制 

グローバル適地R&D体制 

地域統括会社 
生産会社 
販売・サービス拠点 
Ｒ＆Ｄ 拠点 
駐在員事務所 

１．会社紹介＜グローバル体制＞ 

従業員数 69,878人 

2015年3月末 

日本 
25.4% 

米州 
28.0% 

25.3% 

欧州 
21.3% 

2015年3月期 

売上収益 10,863億円 

ｱｼﾞｱ・ｵｾｱﾆｱ 

※仕向先別 
  売上収益比率 

日本 
26.6% ｱｼﾞｱ・ 

ｵｾｱﾆｱ 
66.2% 欧州 

3.0% 

米州4.2% 

※IFRS表示 
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１．会社紹介＜業績推移 ― 低迷からの復活 ―＞ 

長期ビジョン SE15（FY2009-2015） 

774 909 

257 
503 575 

△ 15 182 327 
246 212 

900 1,012 1,020 

380 
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△ 179 △ 70 

190 

△ 1,113 
△ 197 

102 50 

△ 100 

844 
※1 

1,127  
※2 

700 

14,132 14,797 15,495 
14,160 13,478 

11,224 
9,853 9,736 

8,779 8,512 

△ 1,000 

△ 800 

△ 600 

△ 400 

△ 200 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

FY2003 FY2004 FY2005 FY2006 FY2007 FY2008 FY2009 FY2010 FY2011 FY2012 FY2013 FY2014 FY2015

当期純利益（日本基準）・当期利益（IFRS）/右目盛 

過去 
最高
益 

SE15後期 
新中期経営計画  

上場以降の業績実績および2015年度業績予想 

単位：億円 単位：億円 

※3.事業利益とは、国際会計基準（IFRS）の適用にあたり、エプソンが独自に開示する日本基準の営業利益とほぼ同じ概念である利益。 

売上高（日本基準）・売上収益（IFRS）/左目盛 

営業利益（日本基準）・事業利益※3（IFRS）/右目盛 

※1.業績改善に伴う一時的な税金費用 
   減少を含む 
※2.年金制度改定益、固定資産売却益 
   などの一時的な利益を含む 

(IFRS) (IFRS) 

業績低迷 

7/30予想 
(IFRS) 

SE15前期 
中期経営計画  
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１．会社紹介＜ＩＴ推進業務の紹介＞ 

主な業務 ミッション 

本社組織として、ITによる全社情報基盤(ｼｽﾃﾑ・ｲﾝﾌﾗ)整備をミッション 

社内向けIT（情報化推進部）（300名） 

IT共通基盤 （100名） 

お客様向けIT （300名） 

【全社のソフトウェア力強化】 
-新規事業のソフトウェア要素技術の開発 
-ソフトウェアものづくり力強化による 
  全社のソフトウェア品質と生産性の向上 
-SEグループ全体のソフト拠点と役割の整備 

【全社のIT推進】 
社内のIT環境と社内システムを企画・設計・ 
導入し、グローバルに最適化することで、 
全社のオペレーションの質と効率を向上させる 

【お客様のIT環境への適合】 
共通プラットフォーム（ネットワーク、クラウド、 
スマートデバイス）を企画・設計し、 
エプソンの機器・サービスをお客様の 
IT環境の中で便利に使っていただく 

企業情報 

■社内向けITサービスの企画・開発 
・業務アプリケーション構築・運用 
・グローバルインフラ整備 
・オフィスIT整備 
・情報化管理 

■Web活用サービスの企画・開発 
■情報端末連携サービス企画・開発 
■組込みソフトウェア企画・開発 
■ソフトウェア品質・生産技術 
■会計パッケージの企画・開発 

■本部共通 
・本部管理・運営・戦略策定 
・情報化ガバナンス 
・共通基盤技術 
・ビジネス分析技術 
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１．会社紹介＜情報化部門の組織機能＞ 

事業環境の変化に迅速に対応するため、自社内で必要な機能を網羅 

事業戦略把握・策定支援 ST02 

IT製品・サービス戦略策定 ST03 

IT戦略策定・実行推進 PL01 

システム企画立案 PL02 

システム要件定義・方式設計 DV01 

運用設計 DV02 

移行設計 DV03 

アプリケーションシステム開発 DV05 

基盤システム構築 DV04 

ソフトウェア製品開発 DV06 

組込みソフトウェア開発 DV07 

Webサイト開発 DV08 

システムテスト DV09 

移行・導入 DV10 

ソフトウェア保守 DV11 

ハードウェア・ソフトウェア製品導入 DV12 

ファシリティ設計・構築 DV13 

サービスデスク US01 

IT運用コントロール US02 

システム運用管理 US03 

Webサイト運用管理 US04 

ファシリティ運用管理 US05 
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ロ
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IT戦略評価・改善 EV02 

IT製品・サービス戦略評価・改善 EV03 

事業戦略評価支援・改善支援 EV04 

資産管理・評価 EV06 
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凡例 
    情報化推進部の組織機能（iCD導入済み） 
    今後展開予定の組織機能（iCD未導入） 
    組織機能なし 
※「iCDタスクディクショナリ構成図」をベースに表記 
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２．人材育成活動の経緯＜2003年度活動(企画フェーズ)＞ 

人材育成マネジメント 
サイクルの仕組みを運用
する 

＜課題＞ ＜打ち手＞ 

個人のキャリア開発および
キャリアの幅を広げる仕組
みを整備する 

• 教育・研修体系 
• OJT 
• ローテーション 

人材配置計画とキャリア
ロードマップを作成する 

＜目指す姿＞ 
各自のスキルレベルが客観的に
わからない 

海外トレーニーや職場間ロー
テーションのチャンスが与えられ
ていない 

上司として人材育成に対して
の認識が薄く、業務の中での
位置付けが低い。 
また、メンバーが意欲や向上
心、成長感を持てていない 

SE07で必要な人材を
具体的に示すことができ
る 

自分がこれからどう変わら
なければいけないのかが
わかる 

日常の業務の中から、
日々成長していける 

個人・組織の現状 
スキルレベルを把握する 

育成課題に対してスキルレベルを可視化しキャリア開発の促進を目指した 

キャリアパスと育成計画、人事
評価を連動した人材育成の 
仕組みがない 
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２．人材育成活動の経緯＜2004～2011年度活動(実行フェーズ)＞ 

エ
ン
ト
リ
レ
ベ
ル 

ミ
ド
ル
レ
ベ
ル 

ハ
イ
レ
ベ
ル 

 
実務 
経験 

 

プロジェクト 
マネジメント 

 
実務 
経験 

 

 
実務 
経験 

 

基礎技術ｽｷﾙ 

ビジネススキル 
プロジェクト管理基礎スキル 

ベーススキル 

ﾋｭｰﾏﾝｽｷﾙ 

ベース 
スキル 

実践 
スキル 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研修 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝ研修 

講習会 
講演会 

英語研修 

PM実践研修 

人材成長サイクル 

環境整備 

経験・スキル 
の必要性実感 

実践/研修 
自己啓発 

ゴール共有 
テーマ推進 

評価と 
目標再設定 

スキルチェック 

目標設定 個人 
キャリアパス 

設定 

組織 

個人 

目標管理 スキル診断（ITSS) 

基礎／応用 
技術スキル ・ﾛｼﾞｶﾙｼﾝｷﾝｸﾞ 

・ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ 
ビジネス 
志向 

マネージャ 
志向 技術志向 

ITアーキテクト 
IT/CAEｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ 

能力開発の場 

業務改革支援 ＯＪＴ キャリアパス 

目標達成の場 

スキルマップ 

組織・個人の人材成長サイクルを定義し、ITSSスキル診断を実施 

業
界
動
向/

技
術
ト
ピ
ッ
ク
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２．人材育成活動の経緯＜2004～2011年度活動(実行フェーズ)＞ 

低い   スキルレベル   高い 

37 1 8 14 8 6 システム管理 

6 1 1 2 2 セキュリティ 

3 1 2 データベース 

13 4 4 2 3 ネットワーク 

9 1 2 2 4 システムオペレーション 

5 1 2 2 アウトソーシング 

2 2 ネットワークサービス 

3 1 2 ＢＴ（Business Transformetion) 

2 1 1 セキュリティ 

1 1 システムマネージメント 

311 1  25 84 116 53 32   

2 1 1   ソフトウェア開発 

49 1 8 29 9 1 1 
システム開発 

アプリケーション開発 プロジェクトマネジメント 

11 2 5 3 1 基本・応用・ミドルソフト ソフトウェアデベロップメント 
3 1 1 1 企画・ＩＴ 

コンサルタント 

7 2 2 3 カスタマサポート 
オペレーション 

31 4 7 12 4 4 業務パッケージ 

104 5 17 49 25 8 業務システム アプリケーション 
スペシャリスト 

1 1 分散コンピューティング 

17 5 7 4 1 プラットフォーム 

ＩＴスペシャリスト 

5   1 2 2 アプリケーション 

ＩＴアーキテクト 

計 6 5 4 3 2 1 現在専門分野 現在職種 

2006年度ITSSスキル診断結果より 

3回のITSSｽｷﾙ診断を実施したが、目標設定が曖昧となり活動が停滞 

レベル向上 

強化領域 

強化領域 

強化領域 
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２．人材育成活動の経緯＜過去の活動の反省＞ 

過去の活動の反省や環境変化を受けて、活動の仕切り直しを決断 

＜問題＞ ＜要因＞ 

システム構築プロセス標準化 
⇒ 業務タスクの標準化(FY2013) 

＜打ち手＞ 

ITSS スキルレベルの把握
が目的となってしまい、 
個人目標設定があいまい 
（FY2003～FY2011） 

システム構築プロセスの 
標準化や導入技術の 
統制が不十分 

必要スキルやそのレベル 
が業務タスクと紐付け 
できていなかった 
⇒ ITSSをユーザ企業 
  に適用する上での 
  機能不足 

限られた内部要員で、 
組織機能を実現できない
（FY2011） 

＜環境変化＞ 
業績悪化による外部 
流出コスト削減に向けた 
業務の内部化へのシフト 
ができない（FY2011） 

業務タスクとスキルの紐付け 
⇒ CCSF(iCD)の導入(FY2013) 

IT人材育成モデルの構築 

業務分掌の再定義 
⇒ UISSを基に作成（FY2012） 
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17 セイコーエプソン株式会社 

３．ＩＴ人材育成モデルの構築 

システム構築プロセスを標準化し、社員を計画的に育成する(IPA 共通フレーム2013、iCDベース) 

17 

システム構築プロセス標準 IT人材育成 
経営層 

業務層 

ＩＴシステム層 

ソフトウェア層 

プロジェクト管理 

事業戦略 
情報化戦略 

個別テーマ 

本番移行 
業務要件定義                ユーザ受入テスト 

システム要件定義            システム統合テスト 
基本設計          結合テスト 

詳細設計 
製造     単体テスト 

システム化企画                         活動完了 
運用・保守 

マイグレーション・廃棄 
システム化方針 

情報化戦略 
事業戦略 

  DR2  

  DR4a   

  DR5     DR1  

  DR3a   

  DR0a  

プロセス ⇒ タスク 

IT技術標準 
お客様領域 社内領域 セキュリティ 全体マップ 

技術スキル 

ヒューマンスキル 

タスク 

システム化企画 

要件定義 

システム設計 

製造 

テスト 

移行 

保守運用 

情報化管理 

システム基盤 

プロジェクト管理 

情報化戦略 

パッケージ導入 

行動特性 キャリアパス 
7カテゴリー 
20評価項目 

役割 ⇒ 行動特性 アーキテクチャー ⇒ IT技術 

教育ｺﾝﾃﾝﾂ 役割 

システム企画・
推進担当 

システム構築・
運用担当 

情報化戦略 
担当 

アーキテクチャの決定 

タスク ⇒ 役割 
    ⇒教育ｺﾝﾃﾝﾂ 

システム化提案   DR0  

  DR3b   

運用移行   DR4b   
全社 
ソフト系研修 

人事部 
ﾋｭｰﾏﾝ系研修 

人事部・戦略
企画研修 

全社 
eラーニング 

部内 
技術系教育 
部内 
製品固有知識 

情報化管理 
担当 
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３．ＩＴ人材育成モデルの構築 

情報化中期計画 

経営計画遂行の 
ために求められる 

組織機能 

組織機能を実現する 
ために求められる 
業務タスク・スキル 

経営理念 

中期経営計画 

目指すべき 
役割 

 
組織 

 
 

個人 

業務分掌 

人材開発方針：自ら学び、伸びようとする向上心・努力 
ヒューマンスキルの向上 

目標管理 

Do 
業務経験・
育成実施 

Check 
業務成果・ 

自己成長確認 

Action 
役割の見直し 

Plan 
業務目標・ 

スキルの設定 

自己成長支援の 
PDCA 

  

  
企画 

管理 

運用 

事業/IT環境変化 
・IT技術高度化/サービス化 
・事業構造改革 

中期計画・業務分掌と紐付けされた人材育成の仕組みを構築 
Do 

育成・人材管理 

Check 
分析・利活用 

Action 
計画の見直し 

Plan 
要員計画 

組織力強化の
PDCA 

タスク定義 

スキル定義 
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   iCD タスクディクショナリ 

   スキル診断ツール 

４．ｉＣＤの導入＜IT人材育成の仕組みの構築＞ 

タスクディクショナリのテンプレートをベースに、自社向けにテーラリング 

要件分析 タスク分析 評価項目 
判定基準策定 試行と確定 自タスク・ 

役割定義 

中期経営計画・情報化中期計画 

業務分掌 

自社要件定義 
ITシステム企画策定 システム化構想の立案  経営上のニーズ，課題の確認 275 システム企画の前提となるIT戦略を正確に把握することができる

⇒システム化企画 （DR0） 事業環境，業務環境の調査分析 276 事業環境、業務環境の分析することができる

ITシステム企画>ITシ システム化構想の立案 現行業務，システムの調査分析 277
現行業務、システムの開発／改善／改革対象の範囲を把握する

ことができる

ITシステム企画>ITシ システム化構想の立案 情報技術動向の調査分析 278 情報技術動向の調査方針を明確にすることができる

ITシステム企画>ITシ システム化構想の立案 対象となる業務の明確化 279 企画するシステムの主要機能を明確にすることができる

ITシステム企画>ITシ システム化構想の立案 業務の新全体像の作成 280
企画するシステムにおける業務運用の定量的・定性的評価指標

を設定することができる

企画するシ ム 開発 運用 保守 関する期間 体制 数

大項目 中項目 小項目 № スキル

判定基準の策定 

知識なし 
経験なし 
知識あり 
経験なし 
経験あり 

（指導受け） 

経験あり 
（独力） 

経験あり 
（指導可） 

自社タスク定義 評価項目の設定 

自社タスク定義と判定基準を元に、個人スキルを回答し、スキル診断を実施 

個人スキルの回答 

スキル診断 

SSI 
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４．ｉＣＤの導入＜試行と確定＞ 

評価項目の設定と自社タスクとの紐付け、判定基準の策定 

＜試行での問題＞ 

＜要因＞ 

＜打ち手＞ 

役割が専門化し、 
業務範囲を狭く捉えてしまう 

役割の細分化により、 
視野が狭くなってしまった 

役割を15⇒4役割に大括り 
することで、社員に 
幅広い業務を意識させる 

試行時（15役割） 確定時（4役割） 
情報化戦略担当 情報化戦略担当 
ITアーキテクト 
システム企画担当 システム企画・推進担当 
プロジェクトマネージャ 
システム設計担当 システム構築・運用担当 
システム開発担当 
パッケージ導入担当 
システム運用担当 
オフィスIT担当 
顧客向けサービス担当 
WEBサイト構築・運用担当 
システムインフラ担当 
管理業務担当 情報化管理担当 
標準化・人材育成担当 
ITセキュリティー担当 

要件分析 タスク分析 評価項目 
判定基準策定 試行と確定 自タスク・ 

役割定義 
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５．ｉＣＤの活用＜IT人材育成の目的と施策＞ 

IT人材育成の目的と施策 

施策 

目的 情報化中期戦略実現のために、エプソンに 
必要な人材を育成する（IT戦略の実現） 

ミッションの達成とスキル継承
が可能な強い組織運営 

個人（自己成長） 組織（組織力強化） 

②IT要員の最適配置 

⑤自己成長支援 

メンバー一人ひとりのスキルを棚卸し、 
組織と個人の実力を「見える化」 

①組織の強化ポイントの明確化 

⑥役割担当の多能工化 

③IT融合人材育成 

④組織力強化の傾向分析 
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５．ｉＣＤの活用＜①組織の強化ポイントの明確化＞ 

組織の強み・弱みから強化ポイントを明確化し、施策に展開 

分析結果から分かった強化ポイント 展開施策 
システム企画・推進担当 

システム構築完了後の 
振り返りが弱い 
⇒DR5でのポストモーテムの強化 

システム構築完了後
の振り返りが弱い 

ﾒﾝﾊﾞｰを指導したことがある 

経験はないが、知識はある 
他者の指導や指示に従い実施
した経験がある 
独力で実施した経験がある 

ポストモーテムの企画 
⇒ 月1件のポストモーテムと、 
  4Qごとのテーマ報告会を実施 

システム構築・運用担当 

ITサービス系人材の不足 

アーキテクト育成講座の企画 
⇒ 若手14名を9回講座で育成 

IT融合人材育成の企画 
⇒ 一部テーマでトライアル実施 

ITアーキテクトの不足 
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要員の適材適所の配置により、組織パフォーマンスを最大化 

５．ｉＣＤの活用＜②IT要員の最適配置＞ 

 
役割 

情報化中期計画 
⇒ 3年後にありたい姿 

要員配置 
現状（293名） 今後（300名維持） 

情報化戦略担当 新規事業立上げ、事業
再編成に対応した情報
化戦略の策定 

10名（3%）   15名（5%） 

システム企画・推進担当 業務アプリ統廃合計画
の実現に向けた新規IT
プロジェクトの増加 

38名（13%）   50名（17%） 

システム構築・運用担当 関係会社・ITベンダーの
活用による人的リソース
のシフト 

207名（71%）   190名（65%） 

情報化管理担当 同等機能の維持 
38名（13%）   38名（13%） 現状維持 
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ITによる新規ビジネス創出のための新たな強化ポイント 

５．ｉＣＤの活用＜③IT融合人材育成＞ 

これまで＝既存事業をITで支援 

スクラッチ開発中心 

業務効率化テーマ中心 

既存ビジネスが存在 

強化ポイント 

これから＝ITによる新規ビジネス創出 

新しい価値創造が必要 

既存ビジネスがない 

「作る」から「使う」への変化 

環境 
変化 

スマートグラス 

WristableGPS ゴルフスイング解析 

①新たな組織能力の向上 ②IT融合人材の育成 ③価値創造プロセスの確立 

 
・IT融合への取組み・調査 
・自社の現状レベルの確認 

・ファシリテーションスキル 
・ビジネス設計・展開スキル 

・デザイン思考の導入 
・プロトタイピングによる検証 

（※）https://www.ipa.go.jp/jinzai/hrd/yuugou_it/index.html#section11 
 

IPA「IT融合人
材育成における
組織能力評価指
標活用事例」の
エプソン事例
（※） 
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業務タスク毎のスキルレベルと、組織力の時系列変化での見える化 

５．ｉＣＤの活用＜④組織力強化の傾向分析＞ 
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組織と個人の目標を一致させ、必要なスキルを獲得する 

５．ｉＣＤの活用＜⑤自己成長支援＞ 

業務目標の設定 

目標スキルの設定 
③不足スキル習得方法（座学・業務経験）の確認 

個人目標管理シート 

④半期毎の目標管理面談で、業務目標・目標スキルの実績を確認 

ITシステム企画>ITシステ

ム企画策定　⇒システム企

画

システム化構想の

立案  (システム

DR0)

経営上のニーズ，課

題の確認
275

システム企画の前提となるIT戦略　⇒中期情報化計画、部門実行計画を正確に把

握することができる
1 1

ITシステム企画>ITシステ

ム企画策定

システム化構想の

立案

事業環境，業務環境

の調査分析
276 事業環境、業務環境の分析することができる 1 1

ITシステム企画>ITシステ

ム企画策定

システム化構想の

立案

現行業務，システム

の調査分析
277 現行業務、システムの開発／改善／改革対象の範囲を把握することができる 1 1

ITシステム企画>ITシステ

ム企画策定

システム化構想の

立案

情報技術動向の調査

分析
278 情報技術動向の調査方針を明確にすることができる 1 1

ITシステム企画>ITシステ

ム企画策定

システム化構想の

立案

対象となる業務の明

確化
279 企画するシステムの主要機能を明確にすることができる 1 1

ITシステム企画>ITシステ

ム企画策定

システム化構想の

立案

業務の新全体像の作

成
280

企画するシステムにおける業務運用の定量的・定性的評価指標を設定することが

できる
1 1

ITシステム企画>ITシステ

ム企画策定

システム化構想の

立案

対象の選定と投資目

標の策定
281

企画するシステムの開発・運用・保守に関する期間・体制・工数の大枠を予測をす

ることができる
1 1

ITシステム企画>ITシステ

ム企画策定

システム化構想の

立案

対象の選定と投資目

標の策定
282

ビジネスモデルとシステムアーキテクチャによる企業目標、経営戦略およびIT戦

略　⇒全社方針、事業方針および中期情報化計画、部門実行計画の実現性を検

証することができる

1 1

ITシステム企画>ITシステ

ム企画策定

システム化構想の

立案

システム化構想の文

書化と承認
283

定められたフォーマットに沿ってシステム化構想書の原案を作成し、社内ルール

に従って申請の手続きを進めることができる
1 1

ITシステム企画>ITシステ

ム企画策定

システム化構想の

立案

システム化構想の文

書化と承認
284

適切なメンバーを集めてシステム化構想書をレビューし、承認を得ることができる

（システムDR0）
1 1

ITシステム企画>ITシステ

ム企画策定

システム化構想の

立案

システム化推進体制

の確立
285 システム化構想書にもとづき、推進体制を確立することができる 1 1

情

報

化

計

画

担

当

シ

ス

テ

ム

企

画

担

当

プ

ロ

ジ

ェ
ク

ト

マ

ネ
ー

ジ

ャ
ー

シ

ス

テ

ム

ア
ー

キ

テ

ク

ト

ア

プ

リ

ケ
ー

シ

ョ
ン

設

計

担

当

ア

プ

リ

ケ
ー

シ

ョ
ン

開

発

担

当

シ

ス

テ

ム

イ

ン

フ

ラ

担

当

シ

ス

テ

ム

運

用

担

当

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

系

ツ
ー

ル

導

入

担

当

情

報

化

管

理

担

当

40 68 193 38 148 88 164 86 443 288

大項目 中項目 小項目 № スキル 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

：主たる担当領

：従たる担当領業務⇒タスク 
コアコンピテンシー 

テクニカルスキル 
（業務タスク×役割） 

ヒューマンスキル 
（キャリアパス） 

部・課 実行計画 

１ ２ ３ ４ 

情
報
化
戦
略 

担
当 

シ
ス
テ
ム
企
画
・ 

推
進
担
当 

シ
ス
テ
ム
構
築
・ 

運
用
担
当 

情
報
化
管
理 

担
当 

①上司がメンバーの業務目標と役割を設定 

育成 
計画 

役割 
確認 

②スキルの現状確認 

目標設定 

スキル診断 

実績確認 
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３年後の方向性をキャリアパスで意識 

５．ｉＣＤの活用＜⑤自己成長支援＞ 

エントリーレベル（業務実施） ミドルレベル（独力／プロマネ） 
ハイレベル 

(社内外で認知) 
レベル１ 

すべて指示が必要 
レベル２ 

一部指示が必要 
レベル３ 

概ね独力で実施 
レベル４ 

独力で実施可能 
レベル５ 

専門家として認知 
レベル６ 

社内外で認知 

情報化戦略担当 

システム企画・ 
推進担当 

システム構築・ 
運用担当 

情報化管理担当 

ITアーキテクト 

情報化戦略 

初級プロマネ 中級プロマネ 

システム企画 

システム設計（業務アプリ／IT基盤） 

標準化・人材育成 

上級プロマネ 

ITセキュリティ 

情報化管理 

システム開発・運用／パッケージ導入／IT基盤導入 

PMO管理 
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業務の幅を広げるために、幅広いスキルを習得する 

５．ｉＣＤの活用＜⑥役割担当の多能工化＞ 

IT基盤 IT基盤 業務アプリ 業務アプリ 

業務アプリ専門家の例 

IT基盤専門家の例 

多能工人材の例 

業務アプリ／IT基盤の壁を取り払い、多能工人材を育成 



31 セイコーエプソン株式会社 

アジェンダ 

1. 会社紹介 
― 「創造と挑戦」の歩み ― 

2. IT人材育成活動の経緯 

3. IT人材育成モデルの構築 

4. i コンピテンシ ディクショナリの導入 

5. i コンピテンシ ディクショナリの活用 
― 「創造と挑戦」を担う人材開発へのチャレンジ ― 

6. まとめと今後の取り組み 
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６．まとめと今後の取り組み 
 

 スキル標準の動向とエプソンのIT人材育成の取り組み 
IT人材育成のこれまでの取り組みの総括 

FY 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

スキル標準
の動向 

エプソンの 
IT人材育成 
の取り組み 

 
ITSS公開 

 
ETSS公開 

 
UISS公開 

 
CCSF公開 

 
iCD公開 

ITスキル 
組込みスキル 

ユーザースキル 
ITSS・ETSS・UISSの一元化 

ITSSスキル診断 目標設定が曖昧 
になり、活動が停滞 

業務分掌 
再定義 

IT人材育成 

 IT人材育成モデルの構築：情報化部門の業務タスクと評価項目の整備 
 スキル標準の導入：テンプレートの活用により、スピーディーに導入 

※スキル標準ユーザー協会（SSUG）主催 「スキル標準導入ワークショップ」を有効活用 
 分析・利活用：組織／個人の視点での見える化 
 推進体制：専任者１名、兼任者２名 

構築 運用 
反省 
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IT人材育成モデル 情報化推進部（300名） 
iCDタスクディクショナリ 

分析・利活用 

IT融合 

関係会社 
（100名） 

海外現法 本部全体 
（400名） 

６．まとめと今後の取り組み 

分析・利活用のブラッシュアップとIT融合へのトライアル、およびIT人材育成モデルの水平展開 

・より効果的な分析・利活用方法の検討 
・運用が形骸化しないための工夫 

展
開 

展
開 

展
開 

展
開 

展
開 

展
開 

ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ 

トライアル 

・新たな組織能力の向上、IT融合人材育成 
 の育成、価値創造プロセスの確立 
・トライアル導入、拡大 

・評価制度 
 との紐付け 

・目的意識 
 の共有 
・タスク追加 
・運用簡略化 
・運用体制 

・運用体制 

FY15 
検討 

FY15-17 
検討 

タスク・評価項目 

役割 

ITシステム企画策定 システム化構想の立案  経営上のニーズ，課題の確認 275 システム企画の前提となるIT戦略を正確に把握することができる

⇒システム化企画 （DR0） 事業環境，業務環境の調査分析 276 事業環境、業務環境の分析することができる

ITシステム企画>ITシ システム化構想の立案 現行業務，システムの調査分析 277
現行業務、システムの開発／改善／改革対象の範囲を把握する

ことができる

ITシステム企画>ITシ システム化構想の立案 情報技術動向の調査分析 278 情報技術動向の調査方針を明確にすることができる

ITシステム企画>ITシ システム化構想の立案 対象となる業務の明確化 279 企画するシステムの主要機能を明確にすることができる

ITシステム企画>ITシ システム化構想の立案 業務の新全体像の作成 280
企画するシステムにおける業務運用の定量的・定性的評価指標

を設定することができる

ITシステム企画>ITシ システム化構想の立案 対象の選定と投資目標の策定 281
企画するシステムの開発・運用・保守に関する期間・体制・工数の

大枠を予測をすることができる

ITシステム企画>ITシ システム化構想の立案 対象の選定と投資目標の策定 282
ビジネスモデルとシステムアーキテクチャによる企業目標、経営

戦略およびIT戦略の実現性を検証することができる

ITシステム企画>ITシ システム化構想の立案 システム化構想の文書化と承認 283
定められたフォーマットに沿ってシステム化計構想書の原案を作

成し、社内ルールに従って申請の手続きを進めることができる

ITシステム企画>ITシ システム化構想の立案 システム化構想の文書化と承認 284
適切なメンバーを集めてシステム化構想書をレビューし、承認を

得ることができる

ITシステム企画>ITシ システム化構想の立案 システム化推進体制の確立 285 システム化構想書にもとづき、推進体制を確立することができる

ITシステム企画>ITシ システム計画の立案 システム化計画作成の準備 286
システム化企画の策定に必要な環境の整備と企画化の計画を作

成し、関係者の合意を得ることができる

ITシステム企画>ITシ システム計画の立案 システム計画の基本要件の確認 287
システム化の範囲（システムが果たすべき機能、役割、サービス）

を明確にし、絵にすることができる

ITシステム企画>ITシ システム計画の立案 対象業務の内容の確認 288
システム化におけるユーザーの作業分担範囲を明確にすること

ができる

ITシステム企画>ITシ システム計画の立案 対象業務のシステム課題の定義 289 システム化における課題を明確にすることができる

ITシステム企画>ITシ システム計画の立案 対象システムの分析 290 対象となるシステムを把握することができる

ITシステム企画>ITシ システム計画の立案 適用情報技術の調査 291
既存システムとの連携（制限事項）をふまえ、採用する技術の評

価・選択を行うことができる

ITシステム企画>ITシ システム計画の立案 業務モデルの作成 292
経営戦略を実現し、組織が継続的に発展できるビジネスモデルを

企画することができる

ITシステム企画>ITシ システム計画の立案 業務モデルの作成 293
経営戦略を実現し、組織が継続的に発展できる業務モデルを作

成することができる 修
整 

展開のポイント 

進
め
方
の
ポ
イ
ン
ト 

FY15 
展開 

FY16 
展開 

FY15-18 
展開 
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最後に 
 

 企画 
 中期計画・業務分掌・業務タスク・スキル・役割を紐付けすることにより、 

IT人材育成の目的・目標設定を明確化 
 導入 

 スキル標準導入ワークショップ等の有効活用により、自社に合わせた仕組みを 
網羅的かつスピーディーに導入 

 組織長が強い意志を持ち、トップダウン施策として実行 
 運用 

 人事制度に合わせた育成サイクルを制度化し、仕組みの形骸化を防止 
 改善 

 分析・利活用の促進により、組織・個人の双方にメリットを実感できる 
改善サイクルを回す  

これからiCDを導入する皆さまへのアドバイス  －ｉ コンピテンシ ディクショナリ導入の勘所 
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